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開設の目的・概要　等

近年インターネット技術の進展に伴い、デジタルヘルスと遠隔医療の利活用に大きな期待がかかっている。高度医療を必要としながら外来通院の困難な高齢循環器疾患患者、特に慢性心不全患者に

も対応可能なケアシステムの構築、および介護者医療従事者の負担軽減を目指し、本講座では、デジタルヘルスを活用して遠隔診療システムと遠隔リハビリテーションプログラムを開発することによって

効率的な診療を提供することを目的とする。
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和文総説 9 森沢 知之, 高橋 裕馬, 高橋 哲也, 藤原 俊之. 【運動器の新しい治療法とリハビリテーション診療】高齢者への呼吸筋トレーニング. MEDICAL REHABILITATION、2022;280:119-124

和文総説 10
高橋 哲也, 藤原 俊之, 代田 浩之. 【リハビリテーション診療に使えるICT活用術-これからリハビリテーション診療はこう変わる!-】遠隔心臓リハビリテーションの現状と未来. MEDICAL REHABILITATION、

2022;278: 1-7

和文総説 11 山田 莞爾, 高橋 哲也. 集中治療室におけるリハビリテーション. 集中治療医学レビュー、2022;23:334-340

和文総説 12 作山 晃裕, 齊藤 正和, 森沢 知之, 高橋 哲也, 藤原 俊之, 代田 浩之. 【心腎連関と心臓リハビリテーション】心臓手術後患者の腎機能とリハビリテーション. 心臓リハビリテーション、2022;28(1):48-51

和文総説 13 加藤 倫卓, 高木 大輔, 中野 渉, 高橋 哲也. 知っておきたい・深めたい　Close-up　自律神経　運動療法と自律神経.理学療法ジャーナル、2022;56(2):222-227

和文総説 14
高橋 哲也, 森沢 知之, 齊藤 正和, 北原 エリ子, 藤原 俊之. 【運動耐容能を考える】トレーニングの実際とエビデンス 筋力トレーニング・呼吸筋トレーニング. The Japanese Journal of Rehabilitation

Medicine、2022;59(1):52-59
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国内学会発表 1
児島 範明, 山下 遊平, 岩田 健太郎, 小幡 賢吾, 加藤 倫卓, 森沢 知之, 瀬尾 龍太郎, 小松 寛, 濱本 実也, 高橋 哲也.日本の集中治療室で働く理学療法士・作業療法士・言語聴覚士のための臨

床実践ミニマムスタンダード　ICUで働く作業療法士の技能と役割,本邦と諸外国における検討. 第49回日本集中治療医学会学術集会、仙台国際センター、2022年3月18～20日

国内学会発表 2
高橋 哲也, 岩田 健太郎, 加藤 倫卓, 児島 範明, 森沢 知之, 山下 遊平, 小幡 賢吾, 濱本 実也, 瀬尾 龍太郎.日本の集中治療室で働く理学療法士・作業療法士・言語聴覚士のための臨床実践ミ

ニマムスタンダード　日本の集中治療室で働く理学療法士の臨床実践ミニマムスタンダード. 第49回日本集中治療医学会学術集会、仙台国際センター、2022年3月18～20日

国内学会発表 3
森本 ゆふ, 澤 龍一, 齊藤 正和, 森沢 知之, 高橋 哲也, 代田 浩之. 慢性疾患患者の遠隔リハビリテーションをサポートするWebポータルの役割. ヘルスコミュニケーションウィークプログラム、金城学院大学看

護学部W５棟&オンライン、10月1～2日



国内学会発表 4
高橋 哲也, 望月 正道, 渡邉 英孝, 菊地 佑太, 北原 エリ子, 森沢 知之, 齊藤 正和, 横山 美帆, 南野 徹, 浅井 徹, 田端 実, 代田 浩之. ダイナペニアやサルコペニアと心臓外科術後の身体機能回復

の関連について. 第70回日本心臓病学会学術集会、国立京都国際会館、2022年9月23～25日

国内学会発表 5
高橋 哲也, 藤原 俊之, 代田 浩之. 心血管疾患におけるリハビリテーションに関するガイドライン2021を振り返って 集中治療室での心臓リハビリテーション. The Japanese Journal of Rehabilitation 第

59回日本リハビリテーション医学会学術集会、パシフィコ横浜ノース、2022年6月23～25日

国内学会発表 6

高橋 哲也, 渡邉 英孝, 望月 正道, 森沢 知之, 齊藤 正和, 作山 晃裕, 阿比旦 阿布力米提, 徐 建影, 本沢 晶雄, 横山 美帆, 葛西 隆敏, 南野 徹, 浅井 徹, 代田 浩之. 心臓血管外科手術患者

に対するプレハビリテーションの実現可能性と有効性(Feasibility and Effectiveness of Pre-habilitation for Cardiovascular Surgery Patients). 第86回日本循環器学会学術集会、完全Web

開催、2022年3月11～13日

国内学会発表 7

横山 美帆, 島田 和典, 松森 理枝, 本沢 晶雄, 藤原 圭, 阿比旦 阿布力米提, 松原 友美, 徐 建影, 國本 充洋, 葛西 隆敏, 齊藤 正和, 森沢 知之, 高橋 哲也, 代田 浩之, 南野 徹. 遠隔生体

信号モニタリングシステムを用いた遠隔心臓リハビリテーションの安全性と実現可能性(Safety and Feasibility of Tele-cardiac Rehabilitation Using Remote Biological Signal Monitoring

System). 第86回日本循環器学会学術集会、完全Web開催、2022年3月11～1３日

国内学会発表 8

徐 建影, 横山 美帆, 本沢 晶雄, 島田 和典, 松原 友美, 松森 理枝, 藤原 圭, 阿比旦 阿布力米提, 國本 充洋, 齊藤 正和, 森沢 知之, 高橋 哲也, 代田 浩之, 南野 徹. 早期第II相心臓リハビリ

テーションを受けた高齢患者におけるフレイルと健康関連QOLの関連(Relationship between Frailty and Health-Related Quality of Life in Elderly Patients Undergoing Early Phase II

Cardiac Rehabilitation). 第86回日本循環器学会学術集会、完全Web開催、2022年3月11～13日

国内学会発表 9
齊藤 正和, 作山 晃裕, 森沢 知之, 高橋 哲也, 藤原 俊之, 代田 浩之. 多様なフレイル・サルコペニアと心疾患との関係 心疾患患者のサルコペニア Time to Action. 第86回日本循環器学会学術集

会、完全Web開催、2022年3月11～13日

国内学会発表 10 高橋 哲也, 横山 美帆, 鍵山 暢之, 葛西 隆敏, 代田 浩之. 遠隔心臓リハビリテーション. 第86回日本循環器学会学術集会、完全Web開催、2022年3月11～13日

国内学会発表 11 齊藤 正和, 作山 晃裕, 森沢 知之, 高橋 哲也, 藤原 俊之, 代田 浩之. 地域心臓リハビリテーションのこれから. 第86回日本循環器学会学術集会、完全Web開催、2022年3月11～13日

国内学会発表 12 高橋 哲也. リハビリテーション専門職における働き方改革とチーム医療. 第108回日本消化器病学会総会、京王プラザホテル、2022年4月21～23日
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特別講演・

招待講演
1 代田浩之、閉会挨拶、血管合併抑制に向けた血糖・脂質管理を考える2022、主催：興和株式会社、　順天堂大学D棟８F会議室、2022年9月9日

特別講演・

招待講演
2 代田浩之、特別講演セミナー講師、デジタルヘルスは医療をどう変えるか？第５回病院EXPO東京、幕張メッセ、2022年10月14日

特別講演・

招待講演
3 代田浩之、座長、糖尿病を持つ人をがんで看取る時代の「腫瘍糖尿病学」、第５回日本腫瘍循環器学会学術集会コーヒーブレイクセミナー　、WEB配信、2022年9月17日

特別講演・

招待講演
4

代田浩之、座長、特別講演 1「Strategies to Reduce Bleeding Risk in Percutaneous Coronary Intervention」、第70回日本心臓病学会学術集会、国立京都国際会館、　

2022年9月23日

特別講演・

招待講演
5 代田浩之、Closing Remarks、 心血管インターベーションカンファランスジャパン、第12回CIVICーJ 、Zoom配信　2022年10月1日

特別講演・

招待講演
6

代田浩之、Digital Health Beyond COVID-19: Lessons Learned、Telemedicine and rehabilitation for cardic patients in the post COVID-19 era、Aalborg University、2022年

8月30日

特別講演・

招待講演
7 代田浩之、Speaker、 GW-ICC2022-Lipid Forum　New Advances in ASCVD Drug Therapy - Focus on IPE　Closing、GW-ICC、Zoom配信、2022年10月26日

特別講演・

招待講演
8 代田浩之、西﨑祐史、岩田洋、American Heart Association Scientific Sessions 2022 in Chicago、American Heart Association 2022年11月6日


